


























たと考え れる。また、烏帽子着を経 ことに って正式な村の成員と認められることが一般的であり その際、宮座へと一定額の負担をする場合がある。知内でも負担金はあったようで、惣領 惣庶ではその金額も異なっていた。　
烏帽子着では、烏帽子親を立て儀礼的親子関係を結
ぶことが多い。烏帽子親 成人する者の援助や支援を行なう役割を担っていた。本史料中にも「親」 、 「出人」





















































示した。また原本に重ね書きのある場合は 〔×〕 として抹消された字を示した。 なお、 抹消され 字には左傍あるいは右傍にミセケチを表す〻を付した。




























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































【明治五 （一八七三） 年 「烏帽子着帳」 】（表紙）「壬
　
明治五年
　
烏帽子着帳
　　 　　　　　　
当役源五郎
　
申
　
三月廿九日
　　　　　　
」
（
（オ）
一、八匁
　
惣領
一、六匁
　
惣応
（
（ウ）
一、弥四郎
　　　
鶴
弥四郎子
蔵
　　　　
弥太郎
　　　
藤
弥太郎子
四郎
一、弥
弥太郎子
三郎
　　
亀
弥太郎子
造
　　
仁太夫
　　
徳
仁太夫子
治良
一、徳
仁太夫子
三郎
　　
吉兵衛
　　　
吉
吉兵衛子
治良
　　
元
吉兵衛子
吉
一、弥冶兵衛
　　
庄
弥冶兵衛子
八
　　　　
弥右衛門
　　
勇
弥右衛門子
治良
一、半平
　　　　
弥八
　　
吉
吉兵衛子二男
五郎
（
（オ）
　　
出人合拾九人
　　 　
客人
一、半冶良
　　　
伊之助
　　　
新五良
　　　
新五良
一、鱗吉
　　　　
甚七
　　　　
甚七
　　　　
政治良
一、太郎兵衛
　　
兼松
　　
甚平
　　
甚蔵
（
（ウ）
一、源右衛門
　　
源右衛門
　　
太治郎
　　　
甚五郎
一、市五良
　　　
市五良
　　　
惣七
　　　　
宗吉
一、末吉
　　　　
治郎太夫
　　
九平治
　　　
太左衛門
一、太郎助
　　　
浅冶良
　　　
万七
　　　　
万七
一、源太良
　　
源太良
　　
藤三郎
　　　
仁平治
　　　　　　　　　　　
徳三郎
（
（オ）
一、五与茂
　　　
卯平
　　　　
利七
　　　　
又七
一、元治良
　　
藤七
　　
又三良
　　　
甚兵衛
一、源五良
　　
九平
　　
九平
　　　　
常吉
一、茂平
　　　　
茂吉
　　
与四良
　　　
新三良
一、久五良
　　　
徳松
　　
庄五郎
　　
庄吉
（
（ウ）
一、庄吉
　　　　
七治郎
　　　
七治郎
　　　
七郎平
一、七郎平
　　　
末吉
　　　　
長三郎
　　
長喜吉事
三郎
一、源五郎
　　
源吾
　　
左治郎
　　
左治郎
一、孫治郎
　　
清三郎
　　　
市才茂
　　
市才茂
一、卯之助
　　
半七
　　　　
安治郎
　　
源助
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（
（オ）
一、太七
　　　　
太市
　　　　
源治郎
　　　
卯平冶
一、熊吉
　　
藤四郎
　　　
久治郎
　　
仙
庄三郎子
吉
一、五四郎
　　　
伊之助
　　
利市
　　　　
市冶郎
一、市平
　　　　
市造
　　　　
源治郎
　　　
権六
一、権治郎
　　　
市三郎
　　　
市五郎
　　
定七
（
（ウ）
一、定七
　　　　
八平
　　　　
仙太郎
　　　
利八
一、菊松
　　
甚六
　　
太三郎
　　
孫七
一、権平
　　
幸七
　　
権四郎
　　
権七
一、与三郎
　　　
与之助
　　　
清六
　　　　
与八
一、与市
　　　　
与惣治郎
　　
川治
　　
川治
（
（オ）
一、治郎平
　　　
七五郎
　　　
千代吉
　　　
又六
一、三之助
　　
喜平
　　　　
芳之助
　　
彦七
一、喜市
　　　　
銀
彦七子
造
　　
伊助
　　　　
伊八
一、四郎三良
　　
三四郎
　　　
六三良
　　　
勘六
一、吉郎冶
　　　
吉郎冶
　　
宗吉
　　　　
吉三郎
（
（ウ）
一、藤治郎
　　　
市冶郎
　　　
久三郎
　　　
伊之助
一、八郎平
　　
又左衛門
　　
卯之助
　　
市平
一、治平
　　　　
喜八
　　　　
平七
　　　　
庄三郎
一、彦平
　　
伊七
一、客合
　
百四拾七人
（
（オ）
　
外ニ
　　
定使
　
壱人
　
右人数合百六拾七人
　　　　
客分
一、米壱石六斗七升
　　
但
　
客百四拾七人定使壱人出人拾九〆百六 七人
（
（ウ）
　　
内
　　
五斗七升
　　　　
但
　
出人拾九人壱人前ニ付三升つゝ出ス筈
　　
〆
　　
壱石壱斗
　　　　
但
　
座中持
　　
本升ニ直し
　　
八斗八升
　　　　
但
　
壱升ニ付
　　
三匁四り四才
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代銀弐百六拾八匁
　　　　
但
　
壱俵ニ付
　
壱両壱歩也
　　 　　　
八分六り
（
（オ）
一、同弐百三拾七匁
　　　　
但
　
百四斗一升七合半壱人前弐合半つゝ壱合ニ付五分七りつゝ
　　　　　　　
九分八り
一、同百匁弐分
　　　　　　
但
　
肴代壱人前六分つゝ
　
右
　　
〆六百七匁四
○
り
一、四拾匁
　　　　　　　　
但
　
上ノ町惣領五人宮金
一、五拾弐匁
　　　　　　　
但
　
中ノ町惣領五人惣応弐人
（
（ウ）
一、五拾匁
　　　　　　　
但
　
下ノ町惣領四人惣応三人
　
引
　　
〆四百六拾五匁四
○
り
　　
但
　
不足相成候事出人江割合を以相渡し可申候事
　
此割壱人前二匁八分宛
　　
但
　
百六拾六人わり
　
此分極月廿五日立
一、百五拾四匁
　　　　　　
但
　
上ノ町客五拾人出人 人不足分当番弥四郎江極月廿五日渡し筈
（
（オ）
一、百五拾六匁八分
　　　　
但
　
中ノ町客四拾九人出人七人不足分当番弥太郎江極月廿五日
　　　　　　　　　　　　　　　
渡し筈
、
一、百五拾四匁
　　　　　　
但
　
下ノ町客四十八人出人七人不足分当番吉兵衛江極月廿五日
　　　　　　　
渡し筈
〆四百六拾五匁四
○
り
（
（ウ）
　　　　　
献立
一、御飯
　
三献
　　　　　
一、坪
　　
まめ干大こん昆布牛房やきとふ
一、御汁
　
大こん刻やきとうふ干魚
　
　
一、鱠
　　
大こん干魚ねふか
112
一、引肴
　
数の子牛房くき
　
　　　
一、焼物
　
かんぞわたか弐□味噌附若出来不申候時ハかれニ而もよし
（
（オ）
一、御盃取肴
　　　　　　
但
　
巻鰑
一、御酒三献
　　　　　　
但
　
中わん次ニ汁わん同
右之通、振舞儀式、先規帳面之通り相勤申候、三町宿へ出人、壱組ニより為柴代銀四匁つゝ、又為御礼与金弐朱つゝ遣之先規之通り
（
（ウ）
　
さかやき酒なし
　　 　　　
弥四郎
　　
宿
　　　
弥太郎
　　 　　
吉兵衛
　
明治五壬申年
　　 　
三月
　　　　
客衆
（
（0オ）
一、半冶郎
　　　
半冶郎
　　
△新
死亡
五郎
　　　
新五郎
一、鱗吉
　　　　
甚七
　　　　
甚七
　　　　
政治郎
一、太四郎
　　　
太四郎
　　　
甚平
　　
△甚
死亡
平
一、源七
　　　
〻磯
源七子
治〻
郎〻
　　
太治郎
　　　
甚五郎
　　　　　　　　
出人
　
一、
〻卯
甚五郎子
之〻
助〻
　
△市
死亡
五郎
　　
市五郎
　
△宗
死亡
七
　　
出人
（
（0ウ）
一、宗七
　　　　
惣治郎
　　　
九平冶
　　　
太三郎
一、太七
　　
太七
　　　　
万治郎
　　
万七
一、藤七
　　
又三郎
　　　
甚九郎
　　
甚勝
一、又七
　　
甚四郎
　　
与四郎
　　
源太郎
一、源太郎
　　　
藤三郎
　　
五与茂
　　
仁平冶
（
（（オ）
一、利七
　　　　
宇平
　　　　
徳三郎
　　　
九平
一、九平
　　
恒吉
　　
茂市
　　　　
茂七
一、新三郎
　　　
久五郎
　　　
徳枩
　　
七治郎
一、弁吉
　　　
△長
死亡
三郎
　　
七郎平
　　　
清右衛門
一、 △源
死亡
五郎
　　
源五郎
　　
孫治郎
　　
左治郎
（
（（ウ）
一、清保
　　　
△庄
死亡
五郎
　　　
庄左衛門
　
△庄
死亡
吉
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一、清三郎
　　　
市才茂
　　　
市才茂
　　　
市重
一、半七
　　　　
半七
　　　
△源
死亡
四郎
　　
太七
一、太市
　　　　
彦治郎
　　　
銀蔵
　　　　
卯平治
一、 △熊
死亡
吉
　　　
藤四郎
　　
仙
庄三郎
吉
　　
△久
死亡
治郎
（
（（オ）
一、五四郎
　　　
五三郎
　　　
利市
　　　　
市平
一、市冶郎
　　
源治郎
　　
△権
死亡
六
　　
権冶郎
一、市三郎
　　
市五郎
　　
定七
　　
定七
一、利八
　　　　
清八
　　　　
彦太郎
　　　
仙太郎
一、甚六
　　
太三郎
　　　
孫七
　　　
△権
死亡
平
（
（（ウ）
一、権四郎
　　　
権七
　　　
△半
死亡
平
　　　　
与三郎
一、与助
　　　　
弥八
　　
弥四郎
　　　
鶴蔵
一、孫吉
　　
勇治郎
　　
△幸
□宅
吉
　　　　
与八
一、与市
　　
与惣治郎
　　
川治
　　
川治
一、治
川治子
郎兵衛
　　
弥太郎
　　　
藤四郎
　　　
弥三郎
（
（（オ）
一、亀蔵
　　　　
七五郎
　　　
千代吉
　　
△又
死亡
六
一、参之助
　　
△伊
死亡
平
　　　　
伊八
　　　　
喜平冶
一、芳之助
　　
喜市
　　
弥冶兵衛
　　
四郎三郎
一、 △吉
死亡
兵衛
　　
吉治郎
　　
△吉
□籍
五郎
　　　
元吉
一、徳治郎
　　　
徳三郎
　　
三四郎
　　
六三郎
（
（（ウ）
一
　
勘六
　　　　
吉郎冶
　　
△宗
死亡
吉
　　　　
吉三郎
一、藤治郎
　　
△市
死亡
治郎
　　
久三郎
　　　
伊之助
一、又四郎
　　
卯之助
　　
市平
　　　　
治平
一、喜八
　　　　
平八
　　　　
「庄（貼紙）
太郎」
　　
彦平
一、伊七　
客合百五拾五人
　
外壱人
　
定使
（
（（オ）
一、宗
宗七子
太郎
　　　
「藤（貼紙）
兵衛」
　　
音治郎
　　　
安
藤七子
太郎
一、恒
甚九郎
吉
　　　　
宇死亡
之吉
　　　
留
宇平子
治郎
　　
三
新三郎子
代吉
一、
△
死亡重利七子
吉
　　　
弥
源太郎子
之助
　　　
文
七治郎子
蔵
　　　　
長
長三郎子
治郎
一、△
送籍松
新五郎子
之助
　　
伝
万七
七
　　　　
惣
利七子
吉
　　　
金
茂市
治
附返也
郎
一、栄
神主子
吉
　　　　
芳
孫治郎
吉
　　　
与七
　　　
岩
太七子
吉
（
（（ウ）
一、岩
源三郎子
吉
　　　
伊
久治郎子
之吉
　　　
松
利一子
治郎
　　　
寅
権六
吉
一、豊
市次郎子
治郎
　　　
権
権平子
一
　　　　
嘉
神主子
蔵
　　　　
米
市才茂子
吉
一、重
太七子
吉
　　　　
友
五四郎子
吉
　　
勘
市三郎子
治郎
　　　
大
孫七
吉
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一、兵
弥四郎子
冶
　　　　
弥
市三郎子
吉
　　　
△善
幸七子
吉
　　　　
与
与市子
三郎
一、石
川治、 冶三郎子
松
　　
藤
はけや
七
　　
熊吉
　　
吉
四郎三郎
三郎
（
（（オ）
一、為
喜市
吉
　　　　
末
喜市
吉
　　　　
力
徳次郎子
吉
　　　　
勘
勘六子
一
一、助
三四郎子
次郎
　　
△吉
三四郎
蔵
　　
六
六三郎
左衛門
　　
直次郎
一、八
八郎平子
次郎
　　
駒
弥吉子
吉
　　
△市
三四郎子
太良
　　　
専
吉郎次子
之助
一、磯
源七子
次郎
　　
宇
甚五郎子
之助
　　　
藤
九平次子
吉
　　
出人合
　
五拾四人
　
右人数合
　
弐百九人
（
（（ウ）
一、米弐石九
〔×壱〕
升
　　　　　　
但
　
客百五拾四人　　
定使壱人
出人五拾四人〆弐百九人
　　
内
　　
壱石六斗弐升
　　　　
但
　
出人五拾四壱人前ニ付三升ツヽ出ル筈
　
〆四斗七
〔×八〕
升
　　　　　　　
但
　
座中持
（
（（オ）
本升ニ直シ
　　　　　　　　
但
　
壱升ニ付
　　
五匁六分三り
　　　
三斗七
〔×八〕
升六〔×四〕
合
代金弐百拾壱
〔×六匁壱分九り〕
匁六分八り
　　
但
　
壱俵ニ付
　　
金弐両壱歩也
一、七百五
〔×□〕
拾七匁六
〔×弐〕
分三〔×五〕
り
　
但
　
酒五斗弐升弐合五勺壱人前弐合半つゝ壱合ニ付壱匁四分五り
一、百廿五
〔×六〕
匁四分
　　
但
　
肴代
　　　　
壱人前六分宛
　　
右
　　
〆
　
壱貫九
〔×□□〕
拾四匁七
〔×□〕
分壱
〔×四〕
厘
（
（（ウ）
一、百三拾六匁
　　
但
　
上ノ町惣領
　
拾四人
惣応
　
四人
内 領過金弐目　　
中ノ町へ入
一、百廿八匁
　　　
但
　
中ノ町惣領
　
拾人
惣応
　
八人
両町ゟ六目入
一、百三拾八匁
　　
但
　
下ノ町惣領
　
拾五人
惣応
　
三人
内 領過金四目中ノ町へ
（
（（オ）
　
引
　
〆七百壱
○
匁四分四厘
　　
但
　
不足ニ相成候事出人江割合ヲ以テ相渡可申候事
　
此割壱人前三匁三分六厘
　　
但
　
弐百九人割
　　　
此分極月廿五日立
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一、弐百三拾三匁八分壱厘
　　
但
　
上ノ町
一、弐百三拾 匁八分壱厘
　　
但
　
中ノ町
（
（（ウ）
一、弐百三拾三匁八分壱厘
　　
但
　
下ノ町
　
〆七百壱
○
匁四分四厘
　　　　　　
献立
一、御飯
　
三献
　　　　
一、坪
　　
まめ干大こん昆布午房やきとうふ
一、御汁
　
大こん刻やきとうふ干魚
　　
一、鱠
　　
大こん干魚ねぶか
一、引肴
　
数の子午房くき
　
　　
一、焼物
　
かんぞわ
成共
たか成共
二ツさし味噌づけ若出来不申候時ハかれニ而もよし
一、御盃取肴
　　　
但
　
巻鯣
一、御酒三こん
　　
但
　
中わん次ニ汁わん同
（
（（ウ）
　
右之通振舞儀式、先規帳面之通リ相勤申候、
　
三町宿江出人、其組々ヨリ
　　
宿
　
明治八年
（
（（オ）
　　　　　　　
客人
　
古川半次郎
　
仝半兵衛
　　
上川新五郎
　
仝長男
鱗吉
　
高田甚七
　　
仝隠居
甚九郎
　　
仝長男
寅蔵
　　　
上川太四郎
　
上長男
川亀松
　　
上川甚平
　　
古川源七
　　
仝養男
磯次郎
　
古川太次郎
　
前川甚五郎
　
仝養男
宇之助
　　
古川市五郎
　
高田惣八
　　
仝弟
末吉
　　　
仝長男
惣太郎
　　
橋本九平次
　
橋長男
本藤吉
　　
鳥居太三郎
　
鳥居太七
　　
仝養男
浅次郎
　
橋本万七
　　
仝隠居
万次郎
　　
中川藤七
　　
仝長男
安太郎
　
前川又太郎
　
前川甚九郎
　
仝隠居
甚勝
　　　
仝長男
常次郎
（
（（ウ）
　
前川又七
　　
仝長男
甚四郎
　　
中川与四郎
　
中川源太郎
　
仝隠居
源八
　　　
仝長男
弥之助
　　
水ノ藤太郎
　
鳥居五与茂
　
鳥居仁平冶
　
鳥居利七
　　
仝長男
惣吉
　　　
鳥居宇平
　
仝長男
富次郎
　　
古川徳太郎
　
古川九平
　　
仝隠居
平吉
　
仝長男
常吉
　　　
鳥居茂七
　　
仝隠居
茂市
　　　
上川新三郎
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仝長男
美代吉
　　
古川久五郎
　
仝長男
徳松
　　　
鳥居七次郎
　
仝長男
文蔵
　　　
中川七郎平
　
仝養男
七郎
　　
中川源吾
　
前川孫次郎
　
仝長男
芳松
　　　
中川与七
　　
鳥居宇之吉
　
鳥居清三郎
　
鳥
明治十二年事故ニテ引
居市才茂
　
仝隠居
逸平
　　　
仝長男
市重
（
（（オ）
　
仝二男
米吉
　　　
鳥居半七
　　
仝長男
半次郎
　　
中川元吉
　
中川太七
　　
仝長男
重吉
　　　
前川太市
　　
高田彦次郎
　
仝長男
銀次郎
　　
高田卯平次
　
高田捨吉
　　
鳥居仙太郎
　
古川五四郎
　
仝長男
五三郎
　　
高田友吉
　　
中川伊之吉
　
中川市平
　　
中川市次郎
　
仝長男
豊次郎
　　
中川権次郎
　
中川市三郎
　
仝長男
市五郎
　　
仝三男
弥吉
　　　
中川定七
　
仝養男
勘次郎
　　
中川源次郎
　
鳥居菊松
　　
前川孫七
　
鳥居利市
　　
仝長男
松次郎
　　
前川大吉
　　
仝養男
岩吉
　
橋本彦太郎
　
仝長男
仙太郎
　　
中定七隠居
川左吉
　　
中川喜之七
（
（（ウ）
　
鳥居利八
　　
鳥居三吉
　　
鳥居嘉七
　　
仝養男
嘉造
　
鳥居清保
　　
仝長男
米吉
　　　
橋本平八
　　
仝長男
庄太郎
　
中川伊七
　　
鳥居亀吉
　　
橋本彦七
　　
中川権七
　
仝兄
直次郎
　　
仝長男
権一
　　　
中川与三郎
　
仝長男
金松
　
中川弥四郎
　
仝長男
鶴次郎
　　
仝二男
兵次
　　　
中川弥平次
　
中川弥吉
　　
仝長男
勇次郎
　　
仝二男
駒吉
　　
中川与八
　
中川与市
　　
仝長男
寅吉
　　　
仝寅吉長男
与三郎
　　
鳥居長三郎
　
鳥居次三郎
　
仝隠居
川次
　　
仝長男
石松
　　　
中川鶴蔵
　
中川金六
　　
中川弥太郎
　
仝三男嗣子
亀次郎
　　
鳥居七五郎
（
（0オ）
　
仝長男
千代吉
　　
橋本熊吉
　　
高田甚六
　　
仝長男
太三郎
　
中川巳之吉
　
前川三吉
　　
中川伊八
　　
鳥居喜平次
　
仝長男
葭松
　　　
鳥居喜市
　　
中川四郎三郎
　
仝兄
吉三郎
　
鳥キ一郎分家
居末次郎
　
中川徳次郎
　
仝長男
力吉
　　　
中川藤七
　
中川三四
　
仝長男
又吉
　　　
鳥居専之七
　
中川六三郎
　
仝長男
六左ヱ門
　
鳥居勘六
　　
仝長男
勘一
　　　
鳥居吉郎次
　
仝長男
巳之七
　　
水ノ藤八
　　
古川久三郎
　
仝長男
仙之吉
　
中川寅次郎
　
前川又四郎
　
仝長男
卯之吉
　　
水ノ市平
　
中川喜八
　　
上川権次郎
　
橋万七弟
本伝七
　　
橋本音次郎
（
（0ウ）
　
前川直之七
　
上川藤平
　　
鳥居為吉
　　
橋彦吉御隠居
本鶴吉
　
鳥居弁吉
　　
中川弥八
　　
寄合計百八十弐人
　　
内
　
他へ寄留ノ者三名
（
橋本伝七
　
中川伊七
　
前川藤四郎
　　
残客合計百七拾九人
　　　　　　　
出席人名
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古太次郎長男
川太郎左衛門
　
古市五郎長男
川末吉
　
鳥太三郎養男
居庄三郎
　
橋万七長男
本万助
　
前又三郎養男
川寅吉
　　
前又七孫
川又次郎
　　
水藤三郎養男
ノ石松
　　
鳥五与茂長男
居五三郎
　
古徳三郎長男
川徳吉
　　
鳥茂七弟
居五十七郎
　
鳥居弥平
　　
鳥弥平長男
居宗七
（
（（オ）
　
鳥清三郎長男
居清平
　　
前太市長男
川喜市
　　　
高卯平次長男
田宇治
　　
古五四郎孫
川五郎左ヱ門
　
鳥居辰次
　
鳥辰次郎長男
居龍次郎
　　
中弥八長男
川弥市
　　
中与三郎二男
川左吉
　
中与三郎孫
川与兵衛
　
中弥平次長男
川弥次平
　　
鳥長三郎長男
居改次郎
　
仝〃二男
恒次郎
　
中与八長男
川金蔵
　　
鳥喜市長男
居大造
　　　
中四郎三郎長男
川吉次郎
　
鳥為吉長男
居和七
　
鳥吉郎次孫
居吉五郎
　
古太三郎二男
川末吉
　　
仝仝人三男
勇次郎
　　
上甚平養男
川金次郎
　
橋熊吉長男
本熊次郎
　
中藤七長男
川藤吉
　　
鳥三吉長男
居次郎八
　
高田熊太郎
　
水藤八弟
ノ六三郎
　
藤本岩吉
　　
中市三郎孫
川市之助
　　
出席人合計三十九人
　　
客人出人
　
合計弐百二十壱人
（
（（ウ）
　　　　　
内
　
三名他へ寄留人
　　
引
　
弐百十八人
　　 　
外ニ壱人定使
　　　　　
精算表
一、米弐石壱斗九升
　　
但
　
客
　
百七十壱人
　　　　　　　
定使
　
壱人
　　　　　　　　　　　　　
出人
　
三十九人
　　
外
　
弐百十九人
　　
内
（
（（オ）
　　
壱石壱斗七升
　　
出人三十九人
　　 　　　
壱人ニ付 升宛
　
〆
　
壱石○弐升
　　
本升ニ直シ
　　
八斗壱升六合
　　
但
　
壱升ニ付
　
七銭五り宛
　　
代金六円十弐銭
一、金九円八十五銭五り
　
但
　
酒五斗四升七合半
　　　　　　　 　
壱人ニ付
　　
弐合半宛
　　 　　　
壱升に付
　　 　　
十八銭宛
一、壱円三十一銭四厘
　　
但
　
肴代
（
（（ウ）
　　　　　　　
壱人ニ付
　　
六厘宛
　
右
　　
計十七円廿八銭九り
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内
　　
壱円弐
○
銭
　
上ノ町
　
戸主長男養嗣子
　
十弐人
　　　 　　　　　　
二男三男
　　
壱人
　　
壱円弐
○
銭
　
中ノ町
　
仝
　
十弐人
　　 　　　　　
仝
　
壱人
　　
壱円也
　　
下ノ町
　
仝
　
十一人
　　 　　　
仝
　
弐人
（
（（オ）
　
残合計
　　
金十四円廿四銭九り
　　
此割壱人ニ付
　　
金六銭五厘宛
　　
但
　
弐百十九人
　
内壱人定使除
　　 　　　 　　　
残リ弐 八
（
（（ウ）
　
右振舞之義ハ、先規之通相勤候者也
　　 　　　　
上
　
鳥井五与茂
　
明治十五年四月廿九日
　
宿
　
中
　
中川市三郎
　　 　　　　　　
下
　
鳥井長三郎
（
（（オ）明治廿壱年度ヨリ協議ノ上、官金ヲ以テ満六年ヨリ年会出
席スル事
　
但シ
　
長男壱名官金八銭
　　
次男ヨリ壱名官金六銭
　　　　　
出席人名
古
半兵衛長男
川半次
　　　　
上
鱗吉甥
川松治郎
　　　　
今西伊之助
高
寅蔵弟
田徳之助
　　　
古
太治郎二男
川寅治郎
　　
高
宗八弟
田鶴吉
高
宗八二男
田宇之吉
　　
上
藤平長男
川新右衛門
　　　
前
藤平二男
川徳三郎
橋
九平治二男
本平七
　　　　
中
藤七次男
川箕吉
　　　　　
前
甚九郎次男
川米吉
前
甚九郎三男
川彦治郎
　　　
鳥
利七次男
居正治郎
　　　　
古
徳三郎二男
川亀治郎
古
九平次男
川寅吉
　　　　
古
徳松弟
川万吉
　　　　　
鳥
半治郎弟
居政治郎
高
銀治郎弟
田熊治郎
　　　
高
銀治郎弟
田彦三郎
　　　　
高
卯平治次男
田年明
（
（（ウ）中
市平長男
川宇之助
　　　
中
弥四郎三男
川弥三郎
　　　　
中
弥四郎四男
川常七
中川未太郎
　　
野村長治郎
　　
中
弥吉三男
川太吉
前
三吉弟
川又吉
　　　　
中
四郎三郎次男
川吉三郎
　　
中
徳治郎二男
川徳太郎
中
三四郎二男
川三市
　　
中
三四郎三男
川三次
　　　　　
鳥
勘六次男
居茂吉
中川半之助
　　　
古
久三郎四男
川寅吉
　　
古
久三郎五男
川常吉
前
又四郎二男
川浅治郎
　　
前
又四郎三男
川直治郎
　　　　
中
藤七長男
川藤五郎
中
藤七次男
川藤擩
　　　　
鳥
利市二男
居利平
　　　　　
鳥
利市二男
居利太郎
橋本末吉
　　
橋
熊吉二男
本熊七
　　
橋
熊吉三男
本久吉
鳥
清保四男
居保彦
　　
中川亀吉
　　 　
中
亀吉弟
川巳之助
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橋
平八次男
本平吉
　　　　
橋
平八三男
本平治郎
　　　　
橋
彦七長男
本留治郎
橋
彦七次男
本彦吉
　　
中
弁之七弟
川末吉
　　　　　
鳥
利八長男
居仁蔵
鳥
利八孫
居弥七
　　
前
新三郎二男
川条治郎
（
（（オ）
　　　
出席人計五拾六名
　　 　　　　　　　　　
総代
　
明治廿壱年三月廿五日
　　　　
中川七郎
　　 　　　　　　　　　　　
仝副
　　 　
鳥居七五郎
（
（（ウ）
　
明治二十二年三月廿五日
　
出席人名
　　
但
　
長男八銭次男六銭
前
孫治郎次男
川万治郎
　　　
中
戸主
川鉄治郎
高
寅蔵長男
田甚太郎
　　
橋
万七二男
本新之助
中
源治郎長男
川源造
　　　　
上
猶治郎長男
川甚五郎
鳥
清三郎三男
居重三郎
　　　
前
甚四郎二男
川元吉
中
中川未太郎養弟
川仙太郎
　　　　
計九人
　
明治二十二年三月廿五日
　　
総代
　　 　　　　　　　　　　　　
中川七郎
　　　　　　　　　　　　　　　
中川市三郎
（貼紙）「中川鉄治郎弟中川巳之吉ナル者、明治二十三年三月マテ楢豫ノ事」（
（（オ）右烏帽子着之義者、明治二十三年三月十六日、村中協議ノ上将来発止ス
　　　　　　　　　　　　
時ノ世話係
　　 　
中川七郎
明治二十三年三月十六日
　　
仝
　
中川市三郎
